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1 アクショ ンプランの位置づけ 

アク ショ ンプラン 策定の目的 

取組期間

歴史・ 文化・ 自然・ 食などのポテンシャル

「 イ ンバウンド 観光都市」と し てのプレ ゼンスを 高める  

「 北九州市観光振興プラン」 に合わせ、

4 年間（ 2 0 2 4（ 令和6 ）年度～2 0 2 7（ 令和9 ）年度）

開花 

白野江植物公園
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5 プランで目指す姿と 4 つの視点 
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視点 １  

届ける 

北九州市の魅力を

しっかりと  届ける 

視点 2

磨く  

観光資源を 発掘し  

磨き上げる 

視点 3

つなぐ 

回遊性向上を 図るため 

「 線」でつなぐ 

視点 4  

売り 込む 

広域で連携して 

「 面」で 売り 込む 

イ ン バウン ド で 稼げる ま ち  
～ポテンシャルを 開花さ せ、九州で 一番訪れたいまち へ～

目指す姿 

実現のための４ つの視点 

認知度が低い 
コンテンツが 

活かさ れていない 
回遊性が低い 

「 点」の視点と  

なっている 

解決
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6 時間軸の観点とリ ーディ ング事業
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Step1

知ってもらう

Step2

楽し んでもらう

Step3

定着してもらう

●福岡空港等から入国した旅行者の誘致 

●SN Sや口コミ（ 訪れた人・ 住む人）による 情報発信の強化 

●データに基づいた施策の展開 

●タ ーゲット 市場に対する戦略的なプロモーショ ン 

●ホテル誘致 

●北九州空港への路線の誘致 

●九州で一番訪れたいまち 

●リソースの活用 （N EW ツーリズム、食のブランディ ング） 

●回遊性向上（ ツーリスト パス事業） 

●民が主役のインバウンド 推進

　  （ 飲食店、ホテル、交通事業者がインバウンド で稼ぐ視点の醸成） 

●広域的な連携による旅行商品の開発 
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10 目標値（ K G I、K PI）と 推進体制 
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項目 現状 （ 2 0 2 2（ 令和4 ）年） 目標値 （ 2 0 2 5（ 令和7 ）年娘 

外国人観光消費額 

外国人日帰り 観光客数 

KGI 

K PI 

4 0 0 億円以上 ー 

2 .1 万人 4 0 万人以上 

外国人宿泊客数 K PI 1 .5 万人 3 0 万人以上 

※取組期間前半（ 2024 年 ~ 2025 年） で、 各指標が北九州市の外国人観 光客数がピーク であっ た 2018（ 平成 30） 年水準以上と なるこ と を 目 指し ます。 

D M O 北九州市
北九州

商工会議所 
市民 

観光関連

事業者 

北九州観光 

コンベンショ ン

協会 

広域連携

主体 

PLAN

CHECK

DOACTION
庁内プロジェ クト 会議

アド バイザリ ー会議

観光振興団体、民間事業者、市民及び

北九州市などが連携すること はも と より 、

それぞれの役割を 果たし な がら 、まちぐる みで

イ ンバウンド 観光の振興に取り 組みます。 
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北九州市インバウンド誘致アクションプランの検討体制

氏名 所属 備考

池永 紳也 産業経済局長 座長

諸熊 武史 企画調整局 総務課 政策調整担当課長

山口 奈穂子 企画調整局 国際政策課長

井上 智史 市民文化スポーツ局 文化企画課長

山根 英明 市民文化スポーツ局 国際スポーツ大会推進室 次長

楠本 祐子 産業経済局 商業・サービス産業政策課長

大浦 太九馬 産業経済局 門司港レトロ課長

平野 健治 産業経済局 MICE推進課長

平野 研 建築都市局 都市交通政策課長

井上 欣治 港湾空港局 クルーズ・交流課長

尾﨑 英一 港湾空港局 空港企画課 集客担当課長

大前 亜弥 産業経済局 観光課 観光振興担当課長 事務局

<庁内プロジェクト会議メンバー>

氏名 所属 備考

南 博
北九州市立大学 地域戦略研究所 副所長
地域創生学群教授

座長

岡本 堅吾 北九州商工会議所 観光サービス部会 部会長

加倉井 良多
日本旅行業協会 九州支部 北九州地区委員長
（株式会社JTB 北九州支店長）

武雄 由美子 北九州ＤＭＯ連絡会議 ＣＭＯ

マッコ－ムズ 夏野
株式会社スターフライヤー 営業本部
マーケティング部長

棟安 正人
北九州ホテル協議会 会長
(株式会社リーガロイヤルホテル小倉 代表取締役・総支配人)

吉水 請子
極東ファディ株式会社取締役
商品経営本部長

ワル・マックス
観光地域づくりアドバイザー
(市内在住外国人による座談会ファシリテーター）

<アドバイザリー会議メンバー>
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時期 実施内容

2023年 ８月21日 第1回庁内プロジェクト会議

2023年 10月24日 第2回庁内プロジェクト会議

2023年 10月30日 第1回アドバイザリー会議

2024年 １月２４日 第3回庁内プロジェクト会議

2024年 ２月２日 第2回アドバイザリー会議

会議開催状況

５


